
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
︑

　

老
齢
基
礎
年
金
の

　

受
給
資
格
が
な
い
方

　
70
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
海
外
に
在
住
す
る
︑

　

 

日
本
国
籍
を
持
つ
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方

　
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
や

受
給
資
格
の
確
保
の
た
め
に
、
任

意
加
入
が
で
き
ま
す
。

繰
り
下
げ
受
給

　
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年

金
を
65
歳
か
ら
で
は
な
く
、
66
歳

か
ら
75
歳
（
生
年
月
日
が
昭
和
27

年
４
月
１
日
以
前
の
方
は
70
歳
）

に
な
る
ま
で
の
間
に
請
求
す
る
こ

と
で
、
65
歳
到
達
月
か
ら
、
実
際

に
受
給
を
開
始
し
た
月
の
前
月
ま

で
の
月
数
ご
と
に
０・
７
％
の
年

金
額
が
増
額
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
増
額
さ
れ
た
年
金
は
、
繰
り
下

げ
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
受
給
開
始
時
期

　
受
給
資
格
の
あ
る
方
（
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間
と
免

除
な
ど
の
期
間
の
合
計
が
10
年
以

上
で
あ
る
）
は
、
65
歳
か
ら
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
受
け
取
り
の
前

に
年
金
額
を
増
額
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
制
度

　
通
常
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加

え
て
月
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
増

額
で
き
る
制
度
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数

に
２
０
０
円
を
掛
け
た
額
が
、
年

金
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

年
金
受
給
開
始
前

年
金
保
険
料
免
除
や

国
外
在
住
の
期
間
が
あ
る
場
合

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
納

付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
を
含
め

ま
す
）
を
受
け
た
方
や
、
海
外
在

住
期
間
の
あ
る
方
は
、
免
除
を
受

け
ず
全
額
納
付
し
た
方
と
比
べ
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
制

度
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

追
納
制
度

　
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
で
、
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
は
、
追
納
が
承
認
さ
れ
た
月

の
10
年
以
内
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
の
承
認
か
ら
３
年

度
以
上
経
過
し
た
期
間
の
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

任
意
加
入
制
度

　
年
金
の
満
額
支
給
を
受
け
ら
れ

な
い
方
で
、
追
納
期
間
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
方
や
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
を
満
た
し
た
い
方
が

加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

①
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
︑

　

保
険
料
の
全
額
納
付
済
期
間
が

　

40
年
に
満
た
な
い
方

　
65
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
受
給
額
を

満
額
に
近
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
み
地
域
で
の
高
齢

者
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
健
康
に
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で

す
。シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
・
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

「
楽
し
く
活
動
で
き
る
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

︻
健
康
づ
く
り
︼

　
運
動
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
大
会
な
ど

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし
№335№335

年
金
を
増
額
で
き
る
制
度

問
い
合
わ
せ

　

広
島
西
年
金
事
務
所　

☎
０
８
２-

５
３
５-

１
５
０
５

　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
１

伸ばそう！健康寿命・担おう！地域づくり

シニアクラブで
地域の仲間づくりをしてみませんか
問い合わせ
　シニアクラブ連合会事務局（社会福祉協議会内）
　☎52-2235

講　

師　
安
部
友
裕
さ
ん
（
元
広

島
東
洋
カ
ー
プ
）

申
し
込
み

　
不
要
（
定
員
３
０
０
人
）

　
「
歯
の
健
康
」
と
「
か
ら
だ
の

健
康
」と
の
関
連
に
つ
い
て
学
び
、

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の
能
力
向
上
と

の
つ
な
が
り
、
安
部
友
裕
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
の
講

演
で
す
。
講
演
会
終
了
後
20
分
程

度
安
部
さ
ん
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。当
日
は
要
約
筆
記
、

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

と　

き

　
11
月
9
日
㈯
14
時
〜
15
時
30
分

（
13
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

と
こ
ろ　
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
：
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
、

ま
た
は
大
竹
中
学
校
第
２
駐
車
場

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
世
界

で
活
躍
し
て
い
る
三
宅
さ
ん
の

ト
ー
ク
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　
「
玖
波
公
民
館
学
び
の
カ
フ
ェ
」

と
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
事

業
ド
リ
ー
ム
講
座
」
の
同
時
開
催

企
画
で
す
。

と　

き　
10
月
５
日
㈯　
13
時
30

分
〜
14
時
30
分
（
13
時
開
場
）

と
こ
ろ　
玖
波
公
民
館
大
ホ
ー
ル

出　

演　
三
宅
由
利
子
さ
ん

定　

員　
60
人
程
度

申
し
込
み　
９
月
２
日
㈪
か
ら
玖

波
公
民
館
へ
電
話
、
ま
た
は
電
子

申
請
で
。

︻
親
睦
・
生
き
が
い
対
策
︼

　
ふ
れ
あ
い
旅
行
（
一
泊
旅
行
と

日
帰
り
旅
行
）、囲
碁・将
棋
大
会
、

芸
能
大
会
、大
竹
ふ
れ
あ
い
健
康・

福
祉
ま
つ
り
作
品
展
、
民
謡
教
室

な
ど

︻
奉
仕
活
動
︼

　

公
園
・
神
社
・
道
路
の
清
掃
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
環
境
美

化
活
動

　
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
「
楽
し
い

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
進
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動
資
金
に

は
、市
か
ら
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
実
態
調
査

民
生
委
員
の
調
査
に
ご
協
力
を

問
い
合
わ
せ

　

地
域
介
護
課　

☎
59
２
１
４
４

　
民
生
委
員
が
高
齢
者
世
帯
を
訪

問
し
て
、
世
帯
や
身
体
の
状
況
な

ど
の
実
態
を
調
査
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
調
査
は
、
市
の
施
策
や
民

生
委
員
の
支
援
活
動
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
調
査
票
は
、
地
域

介
護
課
へ
の
直
接
提
出
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
。

対　

象　
70
歳
以
上
の
方

安部友裕〔あべ・ともひろ〕
1989年６月24日生まれ
福岡県北九州市出身・2007年高校生ドラフト１巡
目で広島東洋カープに入団・17年にセリーグ打率４
位を記録するなどチームのリーグ３連覇に貢献・元
広島東洋カープのプロ野球選手
22年に現役引退・株式会社HAKIpro代表取締役

Yuriko Miyake
ニューヨーク在住の表現師。俳優・ダンサー・歌手・振
付師。英国版「Princess MONONOKE～もののけ姫～」
ロンドン公演・日本公演に唯一の日本人キャストとして
出演。オフブロードウェイショー「Jouen」で主演、同
じくオフブロードウェイショー「CLEOPATORA」に出
演。ドキュメンタリー邦画「８DAYS TRIP」のナレーショ
ンを務め、現在は舞台だけでなく、映像作品にも出演。

電子申請は
こちらから。

Photo by Shieri Shelly Yam
afuji

祝市制施行70周年
子どもの歯を守るつどい40周年記念行事講演会

安部友裕さんに学ぶ覇（歯）気活
～元気なからだは、お口の健康から～

問い合わせ
　大竹地区歯科衛生連絡協議会（保健医療課内）
　☎59-2153

市制施行70周年記念事業
ジュニアリーダーと学びのカフェ合同開催
大好き大竹応援大使

三宅由利子さん
問い合わせ
　玖波公民館　☎57-7084

トーク＆
パフォーマンス
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９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
台
風
な
ど
に

よ
る
停
電
の
際
に
使
用
さ
れ
る
携
帯
発
電

機
で
、
不
十
分
な
換
気
の
た
め
一
酸
化
炭

素
中
毒
と
な
る
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
停
電
復
旧
後
の
通
電
に

伴
う
火
災
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
改
め

て
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

携
帯
発
電
機
の
使
用
時
の
注
意

○

室
内
で
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
発
電
運
転
中
の
排
ガ
ス
に
は
一

酸
化
炭
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
屋
内
で

使
用
す
る
と
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○

屋
外
で
あ
っ
て
も
、
自
動
車
内
や
テ
ン

ト
内
で
使
用
す
る
と
屋
内
と
同
等
以
上

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
排
ガ
ス
が
逆

流
し
な
い
よ
う
に
出
入
り
口
、
窓
な
ど

の
開
口
部
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
、
か
つ

風
通
し
の
い
い
と
こ
ろ
で
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
の
ア
ド
バ
イ
ス

○

一
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
）
は
、
無
色
・
無

臭
で
気
が
付
き
に
く
い
人
体
に
有
害
な

気
体
で
す
。
最
悪
の
場
合
、
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○

木
炭
・
練
炭
な
ど
の
炭
の
燃
焼
で
も
一

酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
屋
内
で
使

用
す
る
場
合
は
、
十
分
に
換
気
し
ま

し
ょ
う
。

○

ガ
ス
の
不
完
全
燃
焼
な
ど
に
よ
る
一
酸

化
炭
素
中
毒
の
事
故
も
あ
り
ま
す
。
こ

ま
め
な
換
気
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○

一
酸
化
炭
素
を
感
知
し
、
危
険
を
知
ら

せ
る
「
住
宅
用
ガ
ス
・
Ｃ
Ｏ
警
報
機
」

を
設
置
す
る
の
も
事
故
を
防
ぐ
手
段
と

し
て
有
効
で
す
。

通
電
火
災
の
注
意

○

自
宅
か
ら
避
難
す
る
際
に
時
間
的
な
猶

予
が
あ
る
場
合
は
、
停
電
復
旧
時
に
異

常
が
あ
る
製
品
に
通
電
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
分
電
盤

の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

普
段
か
ら
分
電
盤
の
位
置
や
操
作
方
法

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○

特
に
ヒ
ー
タ
ー
を
内
蔵
し
た
電
気
コ
ン

ロ
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
電
熱
器
具

は
、
停
電
復
旧
時
に
意
図
し
な
い
作
動

に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
停
電
時
に

は
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

き
ま
し
ょ
う
。

○

停
電
復
旧
後
、
浸
水
や
落
雷
な
ど
に
よ

る
損
傷
を
免
れ
た
製
品
を
使
う
際
は
、

機
器
な
ど
の
外
観
に
異
常
が
な
い
か

（
電
源
プ
ラ
グ
や
コ
ー
ド
に
損
傷
は
な

い
か
、
製
品
に
焦
げ
た
痕
は
な
い
か
、

な
ど
）
を
確
認
の
上
、分
電
盤
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
入
れ
、
機
器
の
電
源
プ
ラ
グ
を

１
台
ず
つ
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
、
様
子

を
確
認
し
な
が
ら
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
異
音
や
異
臭
が
す
る
場
合
は
、
必

ず
使
用
を
中
止
し
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売

店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
見
守
り
新
鮮
情
報
№
３
８
３
、
消
費
者

庁
、
経
済
産
業
省
、
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ　

Ｎ
ｅ
ｗ

ｓ　

Ｒ
ｅ
ｌ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ
令
和
５
年
８
月
19

日
よ
り
）

　

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
は
、
市
と
共
催

で
お
お
た
け
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
市
内
一
斉
清
掃
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
「
お
お
た
け
の
ま
ち

を
ク
（
９
）
リ
ー
ン
に
し
（
４
）
よ
う
で
ぇ

〜
（
ｄ
ａ
ｙ
）
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
あ
わ
せ
、
自
治
会
な
ど
で
行
っ
て
い
る

地
区
清
掃
を
９
月
の
第
４
日
曜
日
に
市
内

で
一
斉
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
き
れ
い

で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
機
運
を
高

め
る
た
め
、
平
成
26
年
の
市
制
施
行
60
年

の
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
実
施
日
は
、
９
月
22
日
㈰
で
す
。

清
掃
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
感
染
対
策
、

ま
た
熱
中
症
な
ど
に
気
を
つ
け
て
無
理
の

な
い
よ
う
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

◆
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
産
業
振
興
課
内
）

　
　

☎
57
３
２
３
６

　
【
相
談
日
】
火
・
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

　

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎ 

１
８
８
（
泣
き
寝
入
り
イ
ヤ
ヤ
）

消費者
シリーズ
消費者
シリーズ
No.280No.280

停
電
時
の
発
電
機
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
中
毒
や
、

復
旧
後
の
通
電
火
災
に
注
意
！

―
災
害
を
き
っ
か
け
に
し
た
製
品
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
―

おおたけ
クリーンキャンペーン
  市内一斉清掃　９月22日●日

問い合わせ
　公衆衛生推進協議会（リサイクルセンター内）
　☎59-2112

　
７
月
16
日
、
大
竹
小
学
校
で
３
年
生
児

童
に
対
す
る
自
転
車
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
大
竹
警
察
署
、
大
竹
交

通
安
全
協
会
、
広
島
県
自
転
車
協
同
組
合

大
竹
支
部
の
方
が
招
か
れ
、
児
童
ら
は
真

剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

大
竹
警
察
署
、
大
竹
交
通
安
全
協
会
か

ら
は
、「
自
転
車
も
自
動
車
の
仲
間
」「
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
」
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
交
通
事
故
が

起
こ
る
要
因
と
防
止
方
法
に
関
す
る
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
島
県
自
転
車
協
同
組
合
大
竹
支
部
か

ら
は
、
自
転
車
の
点
検
整
備
の
合
い
言
葉

「
ブ
タ
は
し
ゃ
べ
る
」
に
つ
い
て
、
実
際

に
自
転
車
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
丁
寧

な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
点
検
方
法
を
学
べ
て
よ

か
っ
た
。」「
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
は
、

分
か
っ
て
は
い
る
け
ど
、
で
き
て
い
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
気
を
つ
け
た
い
。」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
交
通
安
全
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

衣
類
や
毛
布
、
布
団
、
折
り
畳
ん
だ
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
マ
ッ
ト
類
な
ど
が
燃
え

る
素
材
で
あ
る
た
め
「
も
や
す
ご
み
」
の

日
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
中
継
施
設
や
焼
却
施
設
の
機
械
の
故
障

の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

衣
類
・
毛
布
類
は
﹁
資
源
回
収
専
用
袋

︵
青
色
︶」
を
使
用
し
、「
衣
類
・
毛
布
類
」

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
衣
類
や
シ
ー

ツ
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
・
ボ
タ
ン
は
、
付
い
た

点 検 整 備について
説明する広島県自転
車協同組合 大竹支
部の岡田さん（中央）

広
島
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋

ま
ま
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
も
や
す
ご
み
と
し
て
出
す
場
合

は
、
必
ず
30
㎝
四
方
未
満
、
ま
た
は
長
さ

30
㎝
未
満
に
切
っ
て
、「
も
や
す
ご
み
専

用
袋
（
オ
レ
ン
ジ
色
）」
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

袋の口はしっかり結んでください。

交
通
ル
ー
ル
や
自
転
車
の
点
検
学
ぶ

大
竹
小
で

自
転
車
安
全
教
室

　

問
い
合
わ
せ

　
　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
２

問い合わせ　環境整備課リサイクルセンター　☎52-5101

30㎝より大きい衣類・毛布類は
「青色のごみ袋」に入れて
「衣類・毛布類」の日に出してください―

74

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

9月のテーマ9月のテーマ
やってみよう省エネ生活！
～こまめに水を止めよう～
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